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【論文紹介】 
 

「ベンヤミンと映画：非・一方通行路」 

Miriam Bratu Hansen, “Benjamin and Cinema : not a One-Way Street”, Critical 
Inquiry25, no.2,Winter(1999), pp.306-345. 

 
吉中智里 

 
 本稿はミリアム・ハンセンの論文「ベンヤミンと映画：非・一方通行路」（1999年）の紹

介である1。 
 ヴァルター・ベンヤミンは論文「複製技術時代の芸術作品」（1935-36年、以下｢複製技術論｣

と略す）において、複製技術と、それに媒介された大衆文化、とりわけ映画の認識論的な可

能性を称揚している。複製技術は事物を複製、大量生産することでそのアウラを解体し、事

物を大衆に近づけ、散漫な受容を促進するというのである。このような既存のブルジョワ的

伝統を清算するものとして新しい技術を歓迎する主張は、一般に｢複製技術論｣の主題と考え

られており、今日の映画論やメディアにおいて概して支配的なものである。しかし彼のボー

ドレールに関する著作等に目を転じれば、そこには新技術に媒介された文化的経験によるア

ウラの崩壊と、経験（Erfahrung）の衰退を嘆く保守的なベンヤミンがいる2。ベンヤミンの思

索にこのような二律背反が見出だされる事は、これまでにも多くの論者が指摘し、彼自身の

気質や当時の文筆活動上の戦略等にその理由を帰してきた3。 
 新しい技術を歓迎する側面のみに着目する従来の映画論やメディアは、ベンヤミンが論じ

た映画の可能性をモンタージュやカメラ撮影、集団的受容形態といった技術的観点のみから

の議論へと還元する傾向にあった。そしてこのような議論はそれらの技術が今日の映画受容

においては観者を受動的にし、規律的に働くとの認識に到る。あるいは単に 20 世紀初頭の技

術とデジタル技術の比較から、この議論は時機を逸したものだと片付けられる事もある。 
 ハンセンが本論文で目論むのは、ベンヤミンの技術・経験に関する議論を、二律背反とい

、、、、、、

う構造において
、、、、、、、

捉えなおす事、すなわち経験や意識、身体の側からベンヤミンの技術・経験

論を再考する事である4。 
 そのためにハンセンが注目するのは「神経刺激（Innervation）」という概念である。なぜな

らばこの用語は、ベンヤミンが大衆文化と技術に関心を向け始めた1920 年代後半から｢複製

技術論｣に取り組む 1930 年代半ばまでの著作に登場し、身体と記憶の次元を重要な要素とし、

その結果ベンヤミンに矛盾した発言をせしめるものだったからである。 
 以上のように本論文は、神経刺激という概念を介して、映画論、メディア論における新た

なベンヤミン解釈を提供するものであるが、それと同時に技術メディアと人間のインタラク

ティヴィティについて考察する手がかりをも与えている。現在、ともすれば人間の入力行為

に対して、あらかじめ設定されたプログラム内でメディアが行う出力行為がインタラクティ



60 61
 60 

 
5

 
conversion

 

6

 

 
1920

1928 7

8 9  

 



60 61
 60 

 
5

 
conversion

 

6

 

 
1920

1928 7

8 9  

 

 61 

=

10 /
/

/

11

 

1933

12

Schriftbild
13

 



62 63
 62 

14

 

 

 
 

 
 
                                                  
1 

Babel and Babylon: 
Spectatorship in American Silent Film Cambridge, Massachusetts:Harvard University Press, 1991

2 Erlebnis
Ged chtnis

eingedenken

 
3 John McCole, Walter Benjamin and the Antinomies of Tradition, Ithaca, N.Y.: Cornell University Press, 1993; Irving Wohlfarth, “The 
Measure of the Possible, the Weight of the Real and the Heat of the Moment :Benjamin’s Actuality Today”, New Formations 20, Summer, 
1993.  
4 = Susan 
Buck=Morss, Aethetics and Anaethetics: Walter Benjamin’s Art-work Essay Reconsidered”, October62, Autumn, 1992. =

47  



62 63
 62 

14

 

 

 
 

 
 
                                                  
1 

Babel and Babylon: 
Spectatorship in American Silent Film Cambridge, Massachusetts:Harvard University Press, 1991

2 Erlebnis
Ged chtnis

eingedenken

 
3 John McCole, Walter Benjamin and the Antinomies of Tradition, Ithaca, N.Y.: Cornell University Press, 1993; Irving Wohlfarth, “The 
Measure of the Possible, the Weight of the Real and the Heat of the Moment :Benjamin’s Actuality Today”, New Formations 20, Summer, 
1993.  
4 = Susan 
Buck=Morss, Aethetics and Anaethetics: Walter Benjamin’s Art-work Essay Reconsidered”, October62, Autumn, 1992. =

47  

 63 

                                                                                                                                          
5 

1895

Sigrid Weigel Cf. Sigrid Weigel, Entstellte hnlichkeit :Walter Benjamins theoretische Schreibweise, 
Frankfurt am Main: Fischer Taschenbuch, 1997, p.36, 37, 45.  
6 

1970
 

7  
8 1928 3

1997 80  
9  
10 634  
11 

 
12 1933 2

1996 78  
13 80
14 

1935-36 3
1997 619  


